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新しい手持ち除雪用具の試作  
 

山 岸 郷 志  
 
 

Development of prototypes of new handheld snow remover 
 

YAMAGISHI Satoshi 
 
 
 New handheld snow removing equipment were researched in this study. Concept for the 
equipment that “Easy to use for many people, and reduce physical burden on the snow 
removing work” was established．Tow types of prototype; snow shovel with heating system and 
snow pusher with variable plow system were developed and evaluated. Both prototypes 
indicated potential of the concept with some problem to be solved. Throughout all of 
investigation in this study, what is an “ideal” handheld snow remover for today, were discussed. 

 
キーワード：除雪用具，スノーショベル，スノープッシャー，加熱機構，可変機構  
 
 

１．諸 言 
 
 日本の国土の約 5 割が豪雪地帯（特別豪雪地帯含

む）と認定されている 1)ほか，その周辺地域でも冬季

の日常生活を維持するために除雪が必要不可欠であ

る．本研究では，行政や交通インフラにかかる事業者

が実施するような大規模な除雪ではなく，一般家庭な

どで実施する除雪の課題に注目した．たとえば，除雪

の作業は寒冷な環境下で強度の高い運動を伴う身体

的負担の大きな作業であるが，高齢化社会の進行に伴

い体力や健康状態に不安を抱える高齢者が主たる除

雪作業の担い手にならざるを得ない状況が多い 2)．一

方，除雪機を使用することで除雪作業に要する労力を

大幅に低減することができるが，その操作には習熟が

必要であり常に重大な事故の危険性が伴う．加えて除

雪機そのものが非常に高価でありその利便性を活か

せる環境は限られている．そこで本研究では，「多く

の人が簡単に取扱うことができ，除雪作業の労力を軽

減する除雪用具」の開発を目指して除雪用具の試作を

行った．本稿ではそれらの評価とその結果を踏まえた

理想的な除雪用具の在り方について検討する． 
 

２．既存の手持ち除雪用具の課題 
 
 前章で述べたコンセプトの前半部分「多くの人が簡

単に取扱うことができる〜」を実現できるのは，手持

ちタイプの除雪用具であると考えた．手持ちタイプの

除雪用具にも様々な種類があり古くから作業内容に

より使い分けられてきた 3)．表１に多くの降雪地域で

使用されている主要な除雪用具の特徴をまとめる．各

用具で実施する除雪作業の動作は次の４つの形態か

ら構成される．すなわち，雪を「押す」，「すくい上げ

る」，「投げる」および「運ぶ」の４形態である．表１

中の (1)のスノープッシャーは雪を「押す」という単

一の機能に特化した用具であるが，近年，日本国内で

急速に普及が進んできた．スノープッシャーはプラウ

の下端を地面に接触させた状態で前方に押し出すこ

とでプラウが雪をかき除雪を行う用具であり，比較的

広い範囲を手軽に除雪できる．(2)のスノーショベル

は雪を「すくい上げて」あるいは「投げて」移動させ

る機能を有し，積雪量が多く深い雪に対しても有効で

あるが広い範囲の作業には適していない．(3)の雪は

ねはスノーショベルの「投雪」する機能を強化した用

具であり，比較的積雪量が少ない場合に適している．

そして(4)のスノーダンプは雪を載せて，そりを押す

ようにして「運ぶ」．積雪量が多い場合に適しており

広い範囲を短時間で除雪することができるが，本体下

面を滑らせて使うためその経路が雪に覆われている

必要があり積雪量が少ない場合には使いにくくなる

ほか，用具そのものが大型で保管場所を選ぶ．これら

既存の除雪用具の課題が次 2 点にあると分析した．す

なわち，(i) 従来の用具を用いた除雪作業の本質が「雪

の移動」となっている点．および(ii) 各用具を単独で

用いる場合，効果的に作業可能な条件（用途や積雪量

など）の範囲が狭い点である．まず(i)については，除
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雪は降り積もった雪を人の生活の妨げにならない場

所に移動する作業であり，当然，積雪量が多くなれば

必要な作業量とそれに伴う作業者の負担は大きくな

る．また，その移動先の空間は有限でありそれを超過

すると別の移動先へさらに移動が必要となり作業者

の負担はより大きくなる．そして(ii)については，一戸

の生活者でも除雪を行う対象や環境がひとつでない

ほか積雪量や雪質などは刻一刻と変化し，各除雪用具

に不適な条件で使用することが多くなり，作業者の負

担が大きくなる．これらは既存の除雪用具の課題であ

る同時に，は前章で述べた開発すべき除雪用具のコン

セプトの後半「除雪作業の労力を軽減する除雪用具」

を実現するための課題でもある．本研究では，以上の

課題を解決するための技術的な要素を検討するため，

2 種類の新しい除雪用具の試作を行なった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．加熱機構を備えた用具 
 
３－１ コンセプト  
 前章で述べた既存用具の課題(i)に対して，「加熱機

構」を備えた用具の可能性を検討した．これは，加熱

機構により融雪しながら除雪を行うことで，移動すべ

き雪の量を減じ作業負担を低減することを狙った用

具である．これに関連する既存技術について，知的財

産情報の調査を行なった．調査には，独立行政法人工

業所有権情報研修館が提供する特許情報プラットフ

ォーム（J-Plat Pat, https://www.j-platpat.inpit.go.jp/）
を用いた．ここでは，「除雪」および「加熱」をキーワ

ードとして検索を行なったところ，174 件（特許なら

びに実用新案）の発明があった 2023 年 5 月 16 日現

在）．それらの中から代表的な発明の例を以下に示す．

図１は持ち手付き温熱融雪具 4)の代表図に説明文を

追記した模式図である．これは，既存のスノーダンプ

のような形状をしており，その雪受け面の下部に電気

式の加熱装置が組み込まれており，雪受け面に載った

雪が溶けて流れ落ちるようになっている．これは雪受

け面を積雪した箇所に次々と挿入することで除雪作

業を進めていくような使用方法が想定されている．こ

の発明では，非常に簡単な操作でかつ少ない労力で除

雪作業を実施できそうであるが，加熱装置を作動させ

るための電源が大きな課題となる．蓄電池方式とした

場合，現在の蓄電池の技術では大容量の蓄電池を搭載

した場合には重量がかさみ可搬性が低下するととも

にコストが増大し高価となり，逆に蓄電池容量を減ら

せば稼働時間が短くなり実用性が低下する．一方で，

外部から電源ケーブルで電力供給を受ける方式とす

るならば，用具を使用できる環境が制限を受ける． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２は消雪機 5)の模式図である．この発明は，先端の

熱量反射分散・装置からふく射熱を照射し雪に直接触

れることなく雪を溶かす装置である．熱源は電気式で

外部から電源供給を受けることが想定されている．持

ち手を備え，使用者が用具の先端を除雪したい積雪箇

所に接近させて雪を溶かす作業を行う．この発明によ

れば，作業者は単に用具を保持するだけで除雪を行う

ことができ，身体的負担はかなり軽く作業を実施する

ことができる．しかし，ここで想定されている熱源に

よる除雪能力に関しては未知数である．また，電源ケ

ーブルを必要とすることから使用環境は限定される． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらを含めた，知的財産の調査結果から，加熱機構

の熱源の選択が極めて重要であることが明らかとな

った．必要とされる特徴を改めて整理すれば，「その

用具を使った除雪動作中に雪を溶かすことができる

十分な加熱能力を備えること」そして，「可搬性/機動

性を大きく損なわないこと」である．これらのことか

ら本研究では，熱源にカセットガス（LPG：液化ブタ

ン，250 g 入）を燃料としたガスバーナーを利用し雪

Equipment Appearance
Type of 
motion

Working area
Width � Hight [cm]

Weight
[kg]

(1) Snow
pusher

Push 64�29 1.0

(2) Snow
shovel

Shovel up
Carry
Throw

35�40 1.1

(3) Snow
plow

Throw
Shovel up

Carry

43�41 1.1

(4) Snow
scoop

Push
Carry

57�62 4.8

表１ 従来の手持ち除雪用具の特徴 
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図１  持ち手付き温熱融雪具 （特開 2019－152082）
の模式図（代表図 4)に追記） 

図２ 消雪機 （実登 3120208）の模式図 
（代表図 5)に追記） 
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受け面を加熱する機構を備えたスノーショベルタイ

プの用具を試作した．熱源および加熱方法の選定にあ

たり，その他の想定される方法との比較を行なった結

果を表２にまとめた．本研究の試作用具に採用した方

法は，この表では「燃焼ガスによる間接加熱」と示し

ており，能力，安全性および機動性/可搬性のバランス

が良好であることがわかる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３－２ 試作用具の概要  
 試作した加熱機構を備えた除雪用具の模式図を図

３に示す．この用具は市販のスノーショベル（ショベ

ル部分はアルミニウム合金製）に，市販のカセットコ

ンロの部品を組合せて試作した．カセットコンロを分

解し，バーナーをショベル部の雪受け面の背面に取付

け，カセットボンベおよび火力調整ツマミはショベル

の柄の周辺に取付け手元に近いところで点火や火力

調整が行えるようにした．バーナーとボンベとの間は，

延長したガス配管ならびに点火装置用配線で接続し

た．また，除雪作業中にバーナーが地面に衝突しない

ようにバーナー下面をカバーしているが，このカバー

自体が作業中に地面に接触しにくくするため図３に

示すとおり，SUS 製の板材によって雪受け面を下方

に延長している．この用具は全長約 90 cm，（ショベ

ル部の）幅約 35 cm であり，重量は約 3.6 kg（元の

スノーショベル単体では約 1.9 kg）であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３－３ 試作用具の評価  
 図３の試作用具を用いて実際に除雪作業を行なっ

た．作業環境の外気温は 3℃，作業対象はアスファル

ト舗装された面上に高さ 20 cm ほどに積もった雪で，

新雪の状態から時間が経過しシャーベット状になっ

ている部分があった．このような雪に対して，加熱機

構を作動させた状態（火力は安定して燃焼ができる状

態に調整，詳細は後述）でショベルを挿入し雪をすく

い取り，別の場所に投げる動作を繰り返した． 
その結果，延長した SUS 材製の雪受け面に触れた

雪はただちに溶解したが，ショベルの（元の）雪受け

面では，雪受け面に接触した箇所がわずかに溶ける程

度（これによって雪受け面からの雪離れ性が良くなり

雪を投げる作業がしやすくはなった）にとどまった．

これは，通常のショベルを使った除雪作業の動作の時

間（ショベル雪受け面上での滞留時間：約５秒間）で

の評価である．この結果から，雪受け面の温度が十分

ではないと考えられる．実際に温度測定（放射温度計

による非接触測定）を行なったところ，雪受け面の中

央付近で最高温度が 70℃弱（点火してからおよそ 3
分程度で定常状態となり，その時の温度）であった．

本試作用具では，雪受け面はその下部にある延長した

雪受け面の板材を介して間接的に加熱されている．さ

らに，それらの間には各種部品の固定などのために隙

間が存在し，バーナーによる熱が雪受け面に伝わりに

くい構造になっている．この点の改善により雪受け面

の温度を高めることができる．なお，バーナーにより

直接加熱されている延長した雪受け面の板材の温度

が最高 300℃超となる予備実験の結果も得られてお

り，上記のような構造の変更により，比較的容易に融

雪性能を高めることができると考えられる． 
 実際の除雪作業の中では，ショベルの傾きによって

加熱装置の燃焼状態が不安定になるという課題も明

らかとなった．ショベルとともにバーナーの角度が変

化するとバーナーまわりの火炎の形状が変化すると

ともに，ススの発生や燃焼が継続できずに立ち消えす

ることもあった．これは，本試作用具では調理用カセ

ットコンロを流用したため，そのバーナーは水平で使

われることを前提に設計されているため，傾けて使用

した場合に適切に保炎できずに正常な燃焼ができな

くなったためと考えられる．当然，火力の設定とも密

接な関係があり，本研究では傾けてもなるべく燃焼が

継続できる火力を予め調べ，除雪作業による評価はそ

の火力で実施した．なお，そのような火力の設定のも

と，250g 入の LPG カセットガス 1 本で 40 分程度運

転を継続することができた．しかし，低温環境で長時

間使用していると，ボンベの内圧が低下し火力が適切

な範囲から外れ，燃焼を継続できないこともあった． 
以上のことから，加熱機構を備えたスノーショベル

は，概ね狙いどおりの働きを期待できるものの，バー

ナーの最適化とそれによって雪受け面が効率よく加

熱されるような構造変更の必要があるといえる． 

-

- )

)

/

表２ 除雪用具に搭載する熱源および加熱方法の比較 
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図３ 加熱機構を備えた試作除雪用具の模式図 
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４．可変機構を備えた用具 

 
４－１ コンセプト  
 第２章で述べた既存用具の課題(ii)に対して，「可変

機構」を備えた用具の可能性についても検討した．こ

れは，作業内容のほか対象とする積雪量や雪質などに

応じて用具の形状を変化させることで，その用具を効

率よく利用できる範囲を拡張し作業負担を低減する

ことを狙った用具である．これに関連する既存技術に

ついて，第３章と同様に，J-Plat Pat を活用して知的

財産の情報について調査を行なった．それらの結果か

ら代表的な発明の例を以下に示す．図４はスコップ 6)

の代表図に説明文を追記した模式図である．この発明

は，雪などをすくい上げて別の場所に投げる動作を行

うスコップに補助柄を備え，これを操作することで作

業者の一連の作業における屈伸動作を軽減して作業

者の身体への負担を低減する. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５はマルチプラウ 7)の模式図である．これは手持ち

の除雪用具ではなく，作業車の前方に取付けて，作業

車の進行とともに雪などを押す，かき分けるといった

作業を効率よく行う機械の発明であり，図５は特に中

心のヒンジの役割を果たすセンターポストと呼ばれ

る部分の機構と取付け位置が工夫されており，従来の

ものに比べて変形機構を広い範囲で有効に使用する

ことを可能にしている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知的財産の調査結果から，可変機構によれば，図４の

例のように除雪作業中の作業者の姿勢や動作を最適

化し身体的負担を低減したり，図５の例のように機械

（用具）の機能を最大限に活かせるようにしたりする

など除雪用具の様々な機能や性能を向上させる可能

性があることが改めて示された．本研究では，可変機

構を導入する除雪用具として，スノープッシャー（表

１の(1)）を選んだ．その理由は，先に述べたとおりス

ノープッシャーは近年，普及が進み多くの人が利用し

ていることと，「雪を押す」動作により作業を行うシ

ンプルさから可変機構導入の効果を評価しやすいと

考えたからである．従来のスノープッシャーが最も効

果的に利用できるのは，アスファルトやコンクリート

など平らで比較的強固な面に降り積もった軽い（量の

少ない；プラウ高さの 3 分の 1 程度の）雪の除雪作業

である．このような条件から外れるとスノープッシャ

ーによる除雪作業の負担は急激に大きくなる．しかし

ながら，特に積雪の状況については自然現象であるが

ゆえに様々に変化するとともに，当然，雪質も変化す

ることで，必ずしもスノープッシャーによる作業に適

した条件にはならない．そこで本研究では，スノープ

ッシャーのプラウ部分に可変機構を組込み，積雪状況

の変化に対応することで除雪作業の労力の軽減を目

指す．  
４－２ 試作用具の概要  
 試作した可変機構を備えた除雪用具の模式図を図

６に示す．これは，大型の除雪作業車に取付ける図５

のようなプラウから着想を得た．除雪作業車は作業を

伴わない走行状態から除雪作業に移行する際にプラ

ウを格納状態から展開し，除雪中には排雪方向の制御

のためにプラウを角度変化させることで効率よく作

業を実施している．本研究ではこれを手持ち除雪用具

に応用し，プラウを構成している部分が図６に示すよ

うな４つの形態に変形可能なスノープッシャーを試

作した．図６(a)の形態は左右の可変部分が作業の際

の進行方向に対して内側を向き，進行方向内側に雪を

かき集める状態となり，比較的密度の低い雪や積雪量

の少ない雪を作業面上を滑らせながら運搬する作業

に適している．図６(b)の形態は可変部分を最も広く

展開した状態となり，広範囲を一度に除雪するのに適

している．しかしながら，密度の高い雪や積雪量の多

い状態では負荷が大きくなり，作業者の体力によって

は作業自体が困難になる可能性がある．そこで，図６

(c)のような形態とすることで，進行方向に対して外側

に雪を押し退けることで作業中の用具を押出す際の

抵抗の軽減が期待できる．そして可変部分をさらに後

方に折り畳んだ状態が図６(d)の形態である．この形

図４ スコップ （実登 3217866）の模式図 
（代表図 6)に追記） 

 
 
 

図５ マルチプラウ （特開 2016-199877）の模式図 
（代表図 7)に追記） 
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態は一度に除雪できる幅は狭くなるものの，大量に降

り積もった雪の中に通路を作るような作業に適して

いる．また，図６(d)が最もコンパクトになる形態であ

るため収納状態としても想定している．このような変

形に係る操作は，主軸上に配置したリング（エンドエ

フェクタへのリンク機構が接続されている）部分を軸

方向にスライドする操作を基本に行うことができ，操

作の簡便さも意識して開発した．本試作用具は，プラ

ウの可変機構の機能や使用感を検討することに主眼

を置き，部品の組換えや調整がしやすいように市販の

汎用アルミニウム合金製フレームと各種締結具から

構成されている．また，プラウ部分にはポリプロピレ

ン製の市販のスノープッシャーのプラウ部分を流用

している．試作品は全長約 136 cm，最大幅（図６(b)
の形態）83 cm で，重量は 3.0 kg であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４－３ 試作用具の評価  
 図６の試作用具を用いて実際に除雪作業を行なっ

た．作業環境の外気温は -1℃，作業対象はインター

ロッキングされた面上に高さ 6 cm ほどに積もった雪

で，ほぼ新雪の状態である．このような雪が降り積も

った 4 m 四方の領域を本試作用具によって除雪を行

いそれに要する時間を計測するとともに使用感を評

価した．作業者は 19 歳男性（身長約 175 cm，体重約

65 kg）である．比較のために，市販のスノープッシ

ャーでも同様に除雪を行い本試作用具との比較を行

った．その結果，除雪に要した時間は，市販のスノー

プッシャーでは 4 分 55 秒であったのに対して，本試

作用具では 3 分 11 秒と作業時間が短くなった．本試

作用具は作業中のほとんどの時間を図６(b)に示す除

雪幅が最も広くなる形態で使用された．その除雪後の

様子を図７に示す．この図から本試作用具を使用した

場合（図７(b)）は雪が線状に残っていることがわかる．

これは，プラウの隙間（左右の可変プラウと正面の固

定プラウとの隙間からのかき残しであり要改善点で

あるといえるが，その隙間を柔な素材で覆ったりヒン

ジ部の構造を工夫したりすることにより隙間を埋め，

改善を図ることが可能である．一方の市販のスノープ

ッシャーでは作業中に大量の雪がこぼれ落ち，同じ場

所を何度も除雪を行う必要があり，その結果，作業に

要する時間が長くなった（しかし，作業後の仕上がり

は良好となった）．除雪作業中のプラウ面と作業面と

の角度の関係について図８に示す．この図から，市販

品よりも試作用具の方がプラウ面と作業面とのなす

角度が大きいことがわかる（プラウと柄のなす角度は

それぞれの用具で固定されているが，プラウ面が曲率

を持っていることならびに作業中に使いやすいと感

じる柄と作業面との角度は作業者によって異なるた

め，ここでは角度を相対的な大小関係として定性的に

表している）．この角度の小さな市販品では，作業中

にプラウの上部を雪が容易に乗り越えてこぼれ落ち

た．それに対して，試作用具はその角度が大きいこと

に加えて曲率を持ったプラウが雪に覆い被さるよう

な状態になりプラウ上部からの雪はさらにこぼれ落

ちにくくなっている．また，この試作用具のプラウと

作業面との角度の大きさは，作業中の用具の押出し動

作のしやすさにも寄与している．市販品では作業面上

に突起があるとプラウ先端が引っかかりプラウを押

出すには少しプラウを作業面から浮かせるような動

作が必要であったが，試作用具では作業面状に多少の

突起があってもそれに影響されにくく，押出す動作を

比較的容易に行うことができた．試作用具の図６(b)
以外の形態でも，概ね想定したとおりの機能を果たす

ことが確認できた． 
以上のことから，簡単な操作で目的に応じてプラウ

の形状を変形させることのできる可変機構を備えた

スノープッシャーは実現可能であり実用に耐える可

能性も示した．一方で，可変機構のヒンジ部の隙間や，

使用中のプラウ面の作業面との角度の設計など細部

の設計の最適化の重要性が明らかとなった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 可変機構を備えた試作除雪用具の模式図 

(a) (b)

図７ 除雪作業後の様子， 
(a)市販のスノープッシャーを使用した場合（作業時間：

4 分 55 秒），(b) 可変機構を備えた試作除雪用具を使用

した場合（作業時間：3 分 11 秒） 

Variable
end effector

Sliding &
Lock

(a) Gather (b) Push & Carry

(c) Push aside (wide) (d) Push aside (narrow) & retract
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５．理想的な手持ちタイプの除雪用具 
（結言に代えて） 

 
本研究では，「多くの人が簡単に取扱うことができ，

除雪作業の労力を軽減する除雪用具」を実現するため

の要素技術として「加熱機構」と「可変機構」に注目

しそれぞれ試作用具を製作しその可能性について検

討してきた．それらの検討結果については第３章なら

びに第４章の各章末で述べたとおりであり，もちろん

「加熱機構」と「可変機構」以外のアプローチも有効

であろう．本章では，これら技術の検討の過程で明ら

かとなった「理想的な手持ちタイプの除雪用具」を実

現するための要素について述べる．まず第 1 に用具の

軽さである．表１にまとめた既存用具は (4)のスノー

ダンプ以外は 1 kg 台と軽量に作られている．それに

対して，本研究の２つの試作用具は，加熱機構の検証

用で 3.6 kg，可変機構のそれで 3.0 kg であった．本

研究の試作用具は機能や機構の検証を優先し，軽量化

には特別な配慮をしていないとはいえ，使用中には明

確に重いと評価された．可変機構付きの試作用具につ

いては，基本的な構造を同じくし十分な強度を保った

まま材料置換や寸法変更などで容易に 10%程度の軽

量化を実現できる見込みがある 8)．しかし，「多くの

人が簡単に扱える」ようにするためには，本研究の評

価を通して，できれば 1 kg 台に抑える必要があると

感じた．また，先に述べた重量低減についての研究で

は，用具の重心位置の解析についても検討しており，

闇雲に軽量化を図るのではなく，用具の使い方に応じ

て重心位置の最適化も意識することの重要性につい

ても明らかにした 8)．たとえば，スノーショベルのよ

うに作業面から持ち上げて扱う頻度が高い用具では，

重心の位置はなるべく作業者が保持する位置に近づ

けた方が軽い使用感が得られ作業者負担が低減する．

「理想的な手持ちタイプの除雪用具」を実現するため

の第 2 の要素は価格である．既存用具の調査の際には

併せて価格も調査したが，表１に示した用具は 1,500
〜6,000 円程度であった．季節商品であり先に述べた

コンセプト「多くの人が〜」の部分には購入しやすい

価格であることも含まれているが，次に述べる第 3 の

要素に関連して単に安価なのではなく，適正な価格で

あることが望ましいと考える．その第 3 要素とは，使

用する素材と商品としての環境適合性（〜持続可能性）

である．既存の用具にはプラスチック素材が多用され

ている．これは軽量化とコストを追求した結果である

が，毎年，冬季間の終わりには雪受け面や柄などが破

損した用具が多く廃棄されている様子を目にする機

会が多い．人類がプラスチック素材を多用することの

リスクは，現在，多くの人の知るところであり，その

対策として除雪用具の分野では，かつて利用されてい

た木材や竹などの素材を利用した除雪用具 3）に回帰

することも検討するべきであると考える．それは単に

過去の遺産を発掘して利用するのではなく，現在の材

料加工や解析技術を用いて新しい除雪用具として再

構築することである．それを実現するためには当然コ

ストが高くなり，従来の商品と比較すれば価格の面で

競争力が低くなるように見えるが，きょうびそのよう

な競争から脱却した商品を目指すべきである．消費者

に低価格であると感じさせることは，その商品を軽ん

じる，すなわち使い捨ててもよいという意識を長年に

わたって消費者に植え付けてきた．そこで，十分に管

理され厳選された素材を用いて製造された高機能な

ものでかつ長く使い続けられるものであれば，それら

の価値が反映された（見かけ上高い）価格であっても

十分に消費者には受け入れられる．このような考え方

を，除雪用具という日用品であり生活必需品にも導入

することで，新しい価値観を生む商品となると期待さ

れる．以上が，新しい理想的な手持ちタイプの除雪用

具であると考える． 
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作除雪用具 


